
一
般
質
問
議
員
1
2
人
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
YouTube）で

録
画
放
映
し
て
い
ま
す
。

「
市
政
を
問
う
」
コ
ー
ナ
ー
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

マ
チ
を
好
き
に
な
る
ア
プ
リ

※
広
報
紙
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

　
　

  第
４

回
定

例
会

の
主

な
内

容

○
議

案
質

疑
 ‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
2

○
議

案
等

に
対

す
る

討
論

 ‥
‥

‥
5

○
常

任
委
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会

の
審

査
内

容
 ‥

‥
5

○
一

般
質

問
 ‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

‥
9

○
議

決
結

果
 ‥

‥
‥

‥
‥

‥
‥

1
5

○
賛

否
の

公
表

 ‥
‥

‥
‥

‥
‥

1
5

○
中

学
生

だ
よ

り
 ‥

‥
‥

‥
‥

1
6

本
年
、
開
創
1
3
0
0
年
を
迎
え
た

本
年
、
開
創
1
3
0
0
年
を
迎
え
た

高
藏
山
大
山
寺
（
大
山
不
動
尊
）
で
行
わ
れ
た
節
分
会

高
藏
山
大
山
寺
（
大
山
不
動
尊
）
で
行
わ
れ
た
節
分
会

令
和

6
年

（
２

０
２

4
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０
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よ
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だ
よ
り
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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
１
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
の
21
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
18
議
案
及
び
議
員
提
出
の
1
件
の

発
議
案
は
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
答
申
し
ま
し
た
。

12
月
６
日
・
７
日
・
８
日
に
は
、
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
関
す
る

一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
11
日
及
び
21
日
に
は
、
鈴
木
美
一
議
員
・
福
原
三
枝
子
議
員
・
佐

久
間
章
議
員
・
佐
藤
和
幸
議
員
・
杉
田
至
議
員
・
本
吉
正
和
議
員
・
松
井
寛
徳
議
員
・

秋
山
貢
輔
議
員
・
藤
本
省
幸
議
員
・
高
橋
和
夫
議
員
・
石
川
弘
白
三
議
員
が
議
案

に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

12月定例会議
案
に
対
す
る
質
疑

◎
議
案
第
61
号　
令
和
５
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

問　
被
災
宅
地
等
復
旧
支
援

事
業
補
助
金
の
対
象
と
金
額

は
。

答　

被
災
宅
地
等
の
所
有
者

ま
た
は
管
理
者
、
占
有
者
で
、

令
和
６
年
２
月
29
日
ま
で
に

被
災
宅
地
等
の
復
旧
を
行
う

こ
と
を
市
に
届
け
出
た
方
が

対
象
。
復
旧
事
業
に
係
る
経

費
が
10
万
円
を
超
え
、
既
に

完
了
し
た
も
の
を
含
み
、
令

和
７
年
３
月
31
日
ま
で
に
完

了
す
る
事
業
が
対
象
。
復
旧

事
業
に
要
す
る
経
費
の
３
分

の
１
を
補
助
し
、
上
限
は
１

０
０
万
円
。

問　
予
算
上
限
を
超
え
た
場

合
の
対
応
は
。

答　

予
算
の
不
足
が
見
込
ま

れ
る
状
況
と
な
っ
た
場
合
は
、

追
加
の
補
正
予
算
に
よ
り
対

応
す
る
。

問　
周
知
方
法
は
。

答　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
か
も
が
わ
に
掲
載
予
定
。

問　

当
該
宅
地
が
借
地
で
、

借
地
人
と
地
主
が
折
半
で
復

旧
を
す
る
場
合
、
各
人
に
補

助
が
下
り
る
の
か
。

答　

借
地
人
ま
た
は
地
主
の

ど
ち
ら
か
が
行
う
一
つ
の
宅

地
に
係
る
復
旧
事
業
に
対
し

て
補
助
を
す
る
。

問　
事
業
内
容
の
建
築
基
準

法
に
適
合
し
な
い
も
の
と
は
。

答　

擁
壁
の
高
さ
が
２
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の
で
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
確
認
済
証

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
も

の
。
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
は
、
補
助
金
の
対
象
外
。

問　
財
源
は
、
災
害
対
策
基

金
か
ら
の
繰
入
れ
だ
が
、
そ

の
基
金
の
残
高
と
災
害
な
ど

の
不
測
の
事
態
や
年
度
間
の

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
積

立
て
を
し
て
い
る
財
政
調
整

基
金
の
残
高
は
。

答　

災
害
対
策
基
金
の
令
和

４
年
度
末
残
高
は
、
２
９
１

２
万
１
７
６
４
円
。
今
回
の

補
正
後
の
財
政
調
整
基
金
の

残
高
は
、
約
14
億
３
４
７
万

４
０
０
０
円
と
な
る
見
込
み
。

◎
議
案
第
65
号　
鴨
川
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問　

条
例
改
正
の
目
的
と
、

全
世
代
対
応
型
社
会
保
障
に

つ
い
て
。

答　

産
前
産
後
期
間
に
お
け

る
国
民
健
康
保
険
税
の
免
除

措
置
が
創
設
さ
れ
た
た
め
。

全
世
代
対
応
型
社
会
保
障
の

基
本
的
な
考
え
方
は
、
少
子

化
・
人
口
減
少
の
流
れ
を
変

え
る
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
超

高
齢
社
会
に
備
え
る
、
地
域

の
支
え
合
い
を
強
め
る
の
３

つ
を
目
指
す
べ
き
社
会
の
方

向
性
と
し
て
い
る
。

問　
多
胎
妊
娠
の
場
合
、
減

額
期
間
が
長
く
な
る
が
そ
の

理
由
は
。

答　

多
胎
妊
娠
は
、
単
胎
妊

娠
よ
り
も
母
体
の
負
担
が
増

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
1818
議
案
を
可
決

・
答
申

議
案
を
可
決

・
答
申

他市で被災のあった宅地の様子他市で被災のあった宅地の様子
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※議会用語、行政・財政用語等の

　解説は、こちら

加
し
、
妊
娠
中
毒
症
や
早
産

等
の
異
常
発
生
の
危
険
性
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
産
前

の
減
額
期
間
を
長
く
設
定
し

て
い
る
。

◎
議
案
第
67
号　
鴨
川
市
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

中
学
生
ま
で
が
対
象

だ
っ
た
が
、
な
ぜ
高
校
生
ま

で
に
拡
大
さ
れ
た
の
か
。

答　

千
葉
県
の
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
制
度
が
改
正
さ
れ
、

高
校
生
相
当
年
齢
ま
で
の
現

物
給
付
が
可
能
と
な
り
、
受

給
券
が
発
行
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

問　
対
象
人
数
と
医
療
給
付

費
の
額
は
。

答　

全
体
で
約
３
５
７
０
人
。

約
２
３
３
４
万
５
０
０
０
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
高
校
に
通
っ
て
い
な
い

方
は
対
象
外
か
。

答　

親
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
方
は
対
象
。

◎
議
案
第
68
号　

指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
鴨

た
と
考
え
て
い
い
の
か
。

答　

同
被
害
へ
の
対
応
経
費

に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
措

置
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

問　
台
風
第
13
号
の
災
害
対

応
と
し
て
予
算
措
置
し
た
内

容
、
及
び
そ
の
財
源
内
訳
に

つ
い
て
。

答　

ま
ず
、
公
共
施
設
等
の

災
害
復
旧
関
連
経
費
と
し
て
、

合
計
は
６
億
４
４
９
４
万
９

０
０
０
円
。
内
訳
は
、
市
道

の
修
繕
、
復
旧
な
ど
、
約
４

億
３
０
０
０
万
円
。
河
川
の

修
繕
約
２
３
０
０
万
円
。
農

道
の
修
繕
等
７
１
０
万
円
。

農
地
等
災
害
復
旧
費
補
助
金
、

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復

旧
工
事
な
ど
約
１
億
２
０
０

０
万
円
。
林
道
の
修
繕
、
林

道
復
旧
な
ど
約
５
０
０
０
万

円
。
こ
れ
ら
以
外
の
公
共
施

設
修
繕
等
約
６
７
０
万
円
。

　

次
に
、
被
災
者
へ
の
支
援

関
連
経
費
と
し
て
、
合
計

は
２
９
６
８
万
円
。
内
訳
は
、

被
災
住
宅
応
急
修
理
業
務
委

託
料
約
２
０
０
０
万
円
。
市

単
独
の
被
災
宅
地
等
復
旧

支
援
事
業
補
助
金
５
０
０
万

円
。
災
害
見
舞
金
２
７
０
万

円
。
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
１
０
０
万
円
。

　

ま
た
、
災
害
廃
棄
物
処
理

関
連
経
費
と
し
て
、
運
搬
及

び
処
分
委
託
料
な
ど
、
約
３

川
市
地
域
資
源
総
合
管
理
施

設
）

問　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

大
山
千
枚
田
保
存
会
を
指
定

管
理
者
と
す
る
に
至
っ
た
経

緯
は
。

答　

施
設
譲
渡
の
可
能
性
を

同
法
人
と
協
議
し
た
が
、
当

面
の
間
は
指
定
管
理
者
と
し

て
管
理
を
し
た
い
意
向
で
あ

っ
た
た
め
公
募
を
行
い
、
同

法
人
を
候
補
者
と
し
て
選
定

し
た
。

問　
施
設
譲
渡
に
対
す
る
金

額
や
条
件
の
提
示
は
あ
っ
た

の
か
。

答　

基
本
的
に
無
償
で
の
検

討
は
進
め
て
い
た
が
、
そ
こ

に
至
る
以
前
の
と
こ
ろ
で
同

法
人
よ
り
継
続
し
た
管
理
を

し
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ

た
。

◎
議
案
第
69
号　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

問　
災
害
復
旧
費
と
し
て
４

億
１
７
２
６
万
５
０
０
０
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
台

風
第
13
号
の
被
害
に
対
す
る

予
算
措
置
と
し
て
ま
と
ま
っ

昨年の台風第13号により氾濫した袋倉川（浜荻）昨年の台風第13号により氾濫した袋倉川（浜荻）

昨年の台風第13号により崩落した市道（打墨）昨年の台風第13号により崩落した市道（打墨）
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８
０
万
円
の
予
算
額
を
流
用

に
よ
り
措
置
し
た
。

　

以
上
、
災
害
対
応
の
総
合

計
額
は
６
億
７
８
４
４
万
円
。

財
源
内
訳
と
し
て
は
、
国
県

支
出
金
が
２
億
８
１
０
２
万

７
０
０
０
円
、
地
方
債
が
１

億
２
３
６
０
万
円
、
分
担
金

が
６
７
７
７
万
５
０
０
０
円
、

基
金
繰
入
金
が
１
７
０
０
万

円
、
そ
し
て
一
般
財
源
は
１

億
８
９
０
３
万
８
０
０
０
円
。

問　
資
材
価
格
等
調
査
委
託

料
の
調
査
対
象
並
び
に
そ
の

内
容
は
。

答　

公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
お
け
る
市
道
災
害

復
旧
工
事
の
積
算
に
用
い
る

資
材
価
格
や
歩
掛
に
つ
い
て

調
査
を
す
る
も
の
。
主
に
補

強
土
擁
壁
に
使
用
す
る
壁
面

材
や
補
強
材
な
ど
の
資
材
10

品
目
、
及
び
、
大
型
ブ
ロ
ッ

ク
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
基
礎

な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次

製
品
10
品
目
に
つ
い
て
、
そ

の
価
格
を
調
査
し
、
歩
掛
調

査
は
、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク
積
み

擁
壁
や
補
強
土
擁
壁
、
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
基
礎
の
３
工
種
に

つ
い
て
調
査
す
る
。

問　
こ
の
調
査
に
期
待
す
る

成
果
や
、
必
要
性
等
に
つ
い

て
。

答　

市
場
に
お
け
る
労
務
及

び
資
材
等
の
取
引
価
格
、
施

工
の
実
態
等
を
的
確
に
反
映

し
た
積
算
を
行
い
、
適
正
な

常任委員会の
審査内容

　各常任委員会に付託された議案の
審査内容の主なものを掲載します。

予
算
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
69
号
　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

問　

増
額
補
正
さ
れ
た
特
別

土
地
保
有
税
の
課
税

年
度
並
び
に
時
効
と

の
関
係
は
。

答　

平
成
8
年
度
及

び
平
成
9
年
度
の
課

税
分
で
あ
る
。
分
割

納
付
の
申
し
出
及
び

不
動
産
の
差
押
え
に

よ
り
時
効
の
完
成
は

猶
予
さ
れ
て
い
る
。

問　

旧
市
民
会
館
並

び
に
旧
市
営
プ
ー
ル

の
解
体
撤
去
工
事
に

係
る
約
１
０
９
７
万

予
定
価
格
を
定
め
、
公
共

工
事
の
品
質
確
保
を
図
る

こ
と
が
発
注
者
の
責
務
で
あ

り
、
適
正
な
工
事
発
注
に
よ

り
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保

の
担
い
手
が
中
長
期
的
に
育

成
さ
れ
、
担
い
手
の
確
保
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
こ
の
調
査
結
果
は
、
今

般
の
災
害
復
旧
事
業
以
外
の

通
常
の
工
事
発
注
等
に
も
使

用
し
、
適
用
で
き
る
も
の
と

理
解
し
て
良
い
の
か
。

答　

こ
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
災
害
復
旧
工

事
の
み
の
積
算
に
使
用
す
る

も
の
。

議
案
第
76
号　
令
和
５
年
度

鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
行
に
固
執
す
る
理
由
は
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
実
施
の

時
の
購
入
限
度
額
と
販
売
数

は
。

答　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品

価
格
等
の
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
生
活
者
に
対
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

発
行
す
る
事
業
が
、
国
の
推

奨
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ
て
い
た

た
め
。
ま
た
、
前
回
は
、
１

セ
ッ
ト
１
万
２
０
０
０
円
分

の
商
品
券
を
1
万
円
で
販
売

し
、
1
人
に
つ
き
10
セ
ッ
ト

10
万
円
ま
で
の
購
入
を
可
と

し
て
、
ト
ー
タ
ル
で
は
２
万

６
０
０
０
セ
ッ
ト
販
売
し
た
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が

使
用
で
き
る
店
舗
は
、
商
工

会
会
員
の
店
舗
の
み
か
。

答　

商
工
会
の
会
員
を
対
象

と
す
る
予
定
で
、
こ
の
事
業

を
契
機
に
会
員
の
加
入
促
進

に
つ
な
が
れ
ば
良
い
と
考
え

て
い
る
。

問　
使
用
で
き
る
大
型
店
の

数
と
金
額
の
割
合
は
。

答　

前
回
3
店
舗
、
今
回
は

4
店
舗
で
、
中
小
規
模
店
舗

用
が
７
０
０
０
円
、
中
小
規

模
店
プ
ラ
ス
大
型
店
舗
用
が

５
０
０
０
円
で
調
整
中
で
あ

る
。

問　

中
小
企
業
等
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
高
騰
対
策
支
援
事

業
の
制
度
概
要
は
。

答　

電
力
・
ガ
ス
等
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
い
る
中
小
企
業
者
・

「クリーンステーション鴨川」敷地内に集められた台風被害による災害廃棄物「クリーンステーション鴨川」敷地内に集められた台風被害による災害廃棄物
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　解説は、こちら

個
人
事
業
者
を
支
援
す
る
も

の
で
、
令
和
４
年
分
の
確
定

申
告
等
で
計
上
さ
れ
て
い
る

光
熱
費
及
び
燃
料
費
の
合
計

の
10
％
、
限
度
額
20
万
円
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
で
５
６
０
０
万
円
。
こ
の

発
行
に
係
る
事
務
費
で
２
３

８
７
万
８
０
０
０
円
か
か
る
。

ま
た
、
1
人
5
万
円
ま
で
購

入
で
き
る
が
、
そ
の
お
金
を

用
意
す
る
こ
と
は
、
市
民
に

と
っ
て
相
当
な
負
担
に
な
る
。

そ
れ
で
あ
れ
ば
、
現
金
給
付

や
地
域
電
子
マ
ネ
ー
の
活
用

も
考
え
ら
れ
た
の
で
は
。

答　

商
品
券
の
配
布
は
使
わ

な
い
で
残
っ
て
し
ま
う
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
活
用
し
た
い
方

が
自
ら
購
入
し
て
、
使
い
た

い
店
を
選
ん
で
使
う
こ
と
が

で
き
る
方
法
を
選
ん
だ
。
ま

た
、
電
子
マ
ネ
ー
の
活
用
は
、

シ
ス
テ
ム
に
費
用
が
か
か
り
、

時
間
を
要
す
た
め
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

◎
議
案
第
68
号
　
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
（
鴨
川

市
地
域
資
源
総
合
管
理
施

設
）賛

成　
川
﨑　
浩
之　
議
員

　

当
該
施
設
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
17

年
間
に
わ
た
り
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
大
山
千
枚
田
保

存
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て

管
理
し
て
い
る
。
令
和
6
年

度
か
ら
5
年
間
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
令
和
5
年
10
月
24

日
の
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会
で
、
同
法
人
が
候
補
者
と

し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。
棚

田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
は
じ
め
、

他
団
体
や
小
中
学
校
、
さ

ら
に
は
企
業
向
け
農
業
体
験

を
実
施
す
る
な
ど
、
都
市
と

の
交
流
に
も
寄
与
し
て
き
た
。

地
域
に
根
差
し
た
法
人
で
あ

り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
都
市

と
の
交
流
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
指
定
管
理
者
と
し

て
適
任
で
あ
る
と
考
え
賛
成

と
す
る
。

◎
議
案
第
76
号　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

反
対　
藤
本　
省
幸　
議
員

　

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
活
用

事
業
に
つ
い
て
、
市
内
の
消

費
を
喚
起
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
賛
成
で
あ
る
が
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
元
手
が
必

要
で
、
昨
今
の
物
価
高
騰
に

よ
り
、
多
く
の
世
帯
や
ひ
と

り
親
世
帯
、
子
育
て
世
代
は
、

や
り
く
り
で
精
い
っ
ぱ
い
で

あ
る
の
で
は
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

全
世
帯
に
行
き
渡
る
よ
う

に
配
分
す
る
考
え
な
ど
、
執

行
部
の
姿
勢
を
見
て
い
る
と
、

市
の
独
自
策
と
し
て
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
は
、
将
来
へ

の
投
資
で
あ
る
と
の
認
識
が

全
く
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
こ

の
物
価
高
騰
が
直
ち
に
収
ま

る
と
は
思
え
な
い
こ
と
か
ら

も
、
現
金
給
付
を
幅
広
く
行

う
な
ど
の
支
援
を
す
る
べ
き

と
考
え
て
、
反
対
と
す
る
。

常任委員会の
審査内容

　各常任委員会に付託された議案の
審査内容の主なものを掲載します。

予
算
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
69
号
　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

問　

増
額
補
正
さ
れ
た
特
別

土
地
保
有
税
の
課
税

年
度
並
び
に
時
効
と

の
関
係
は
。

答　

平
成
8
年
度
及

び
平
成
9
年
度
の
課

税
分
で
あ
る
。
分
割

納
付
の
申
し
出
及
び

不
動
産
の
差
押
え
に

よ
り
時
効
の
完
成
は

猶
予
さ
れ
て
い
る
。

問　

旧
市
民
会
館
並

び
に
旧
市
営
プ
ー
ル

の
解
体
撤
去
工
事
に

係
る
約
１
０
９
７
万

１
０
０
０
円
の
国
庫
補
助
金

の
減
額
理
由
は
。

答　

今
年
度
の
補
助
金
は
令

和
6
年
2
月
末
ま
で
の
事
業

費
が
対
象
と
な
り
、
令
和
6

年
3
月
以
降
分
の
事
業
補
助

金
は
翌
年
度
交
付
と
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。

問　

障
害
者
自
立
支
援
給
付

事
業
の
５
２
５
２
万
４
０
０

０
円
の
増
額
理
由
や
そ
の
要

因
は
。

答　

主
に
介
護
給
付
訓
練
等

給
付
費
５
１
６
４
万
４
０
０

０
円
の
増
額
で
あ
り
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
お
け
る
共
同足場が組まれ解体が進む、旧市民会館足場が組まれ解体が進む、旧市民会館



かもがわ議会だより　令和 6 年（2024 年）2 月 15 日 No.76  〔 6 〕

生
活
援
助
、
並
び
に
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

問　

障
害
者
の
機
能
訓
練
が

実
施
で
き
る
市
内
の
施
設
数

及
び
そ
の
利
用
者
数
、
並
び

に
費
用
負
担
額
は
。

答　

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
14
施
設
の
う
ち
、
機
能
訓

練
の
実
施
施
設
は
4
施
設
で
、

機
能
訓
練
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
数
は
延
べ
１
６
３
人
で
あ

る
。
ま
た
、
利
用
者
の
費
用

負
担
上
限
額
は
、
世
帯
所
得

に
応
じ
て
4
区
分
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
の
負
担
は
無
く
、
通

常
で
は
1
割
負
担
、
所
得
割

が
16
万
円
未
満
世
帯
の
一
月

当
た
り
の
負
担
上
限
額
は
９

３
０
０
円
、
そ
れ
以
外
で
は

３
万
７
２
０
０
円
が
上
限
額

と
な
る
。

問　

小
学
校
振
興
事
業
の
消

耗
品
費
1
２
３
０
万
１
０
０

０
円
の
増
額
理
由
は
。

答　

令
和
6
年
度
に
小
学

校
教
科
書
の
小
規
模
な
見
直

し
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

教
師
用
の
教
科
書
、
指
導
書

及
び
指
導
教
材
を
購
入
す
る

も
の
で
あ
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
起

業
支
援
事
業
補
助
金
の
減
額

理
由
は
。

答　

市
内
で
運
動
支
援
関
連

事
業
の
立
上
げ
を
希
望
し
て

い
た
対
象
者
に
お
い
て
、
当

該
起
業
を
断
念
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　

協
力
隊
員
の
こ
れ
ま
で

の
委
嘱
者
数
や
定
住
実
績
、

今
後
の
委
嘱
等
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
は
。

答　

委
嘱
者
の
累
計
は
、
今

年
の
9
月
現
在
で
16
名
、
そ

の
う
ち
の
6
名
が
定
住
し
て

い
る
。
ま
た
、隊
員
の
委
嘱
は
、

地
域
課
題
の
解
決
と
市
内
定

住
を
前
提
と
し
、
活
動
の
し

易
さ
や
将
来
展
望
を
確
認
し

な
が
ら
、
今
後
も
様
々
な
場

面
で
活
用
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

問　

今
般
の
公
共
土
木
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
の
う
ち
、

市
道
災
害
復
旧
工
事
3
億
1

４
０
０
万
円
の
工
事
概
要
は
。

答　

去
る
9
月
8
日
の
台
風

第
13
号
に
よ
り
被
災
し
た
市

道
18
箇
所
の
復
旧
工
事
を
行

う
も
の
で
、
大
型
ブ
ロ
ッ
ク

積
擁
壁
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
積
擁
壁
、
Ｌ
型
擁
壁
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
及
び
舗

装
復
旧
等
の
工
事
を
計
画
し

て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
62
号
　
鴨
川
市
附

属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

問　

本
議
案
は
、
地
域
交
通

の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
道
路
運
送
法
の
施
行
規
則

の
一
部
改
正
、
並
び
に
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
鴨
川
市
附
属
機
関
設
置
条

例
別
表
に
定
め
る
当
該
機
関

の
法
律
及
び
省
令
の
条
番
号

が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
条
文
の
整
備
と
い
う
理
解

で
よ
ろ
し
い
か
。

答　
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

◎
議
案
第
63
号
　
鴨
川
市
特

別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

問　

本
市
特
別
職
の
期
末
手

当
の
支
給
率
は
、
一
般
職
及

び
市
議
会
議
員
と
比
べ
、
平

成
26
年
度
以
降
、
１
０
０
分

の
5
少
な
い
状
況
と
給
与
の

一
部
自
主
返
納
が
続
い
て
い

る
が
、
今
後
の
考
え
は
。

答　

政
治
姿
勢
で
あ
り
、
政

治
的
な
判
断
で
行
っ
て
い
る
。

問　

改
正
に
よ
り
、
12
月
期

の
期
末
手
当
の
金
額
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　

市
長
が
６
万
８
８
８
０

円
、
副
市
長
が
7
万
１
６
０

４
円
、
教
育
長
が
６
万
５
７

７
２
円
、
合
計
で
20
万
６
２

５
６
円
の
増
額
と
な
る
。

◎
議
案
第
64
号　
鴨
川
市
一

般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
及
び
鴨
川
市
一
般

職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て問　

本
市
の※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
と
給
与
水
準
は
、
近
隣

市
と
比
較
し
て
ど
う
か
。

答　

令
和
4
年
4
月
1
日
の

本
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

は
、
99
・
6
、
南
房
総
市
が

99
・
7
、
館
山
市
が
99
・
4
、

勝
浦
市
が
１
０
０
・
6
、
富

津
市
が
１
０
２
・
8
、
君
津

市
が
99
・
4
と
な
っ
て
お
り
、

お
お
む
ね
同
等
の
状
況
で
あ

る
。

　

大
卒
の
初
任
給
は
、
本

市
と
南
房
総
市
が
18
万
２
２

０
０
円
、
館
山
市
、
勝
浦
市
、

富
津
市
、
君
津
市
が
18
万
８

７
０
０
円
。
高
卒
の
初
任
給

は
、
本
市
近
隣
市
共
に
、
15

万
４
９
０
０
円
で
あ
る
。

問　

近
年
の
若
手
職
員
の
離

職
に
対
す
る
方
策
は
。

有害鳥獣の駆除で活躍する石川隊員と高橋隊員有害鳥獣の駆除で活躍する石川隊員と高橋隊員
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　解説は、こちら

答　

職
場
の
環
境
改
善
を
進

め
、
人
材
育
成
に
重
点
を
置

き
、
職
場
の
働
き
や
す
さ
等

を
含
め
、
管
理
職
も
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
議
案
第
65
号　
鴨
川
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問　

産
前
産
後
期
間
の
国
民

健
康
保
険
税
減
額
期
間
の
詳

細
は
。

答　

単
体
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
月
・
出
産
予
定
月
の
前

月
か
ら
翌
々
月
ま
で
の
4
か

月
分
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
月
・
出
産
予
定
月
の
3

カ
月
前
か
ら
翌
々
月
ま
で
の

6
か
月
分
が
減
額
と
な
り
、

出
産
予
定
日
の
6
カ
月
前
か

ら
申
請
可
能
で
あ
る
。

問　

減
額
に
要
す
る
財
政
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

国
が
2
分
の
1
、
県
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
4
分
の
1
と

な
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
68
号
　
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
鴨

川
市
地
域
資
源
総
合
管
理
施

設
）

問　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

大
山
千
枚
田
保
存
会
へ
の
施

設
譲
渡
が
難
し
い
理
由
と
同

法
人
を
指
定
管
理
者
と
し
た

い
理
由
は
。

答　

施
設
の
土
地
が
借
地
。

加
え
て
、
指
定
管
理
料
が
無

く
な
る
と
安
定
的
な
活
動
が

で
き
な
い
た
め
譲
渡
は
難
し

い
と
の
意
向
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
同
法
人
は
、
棚
田
オ
ー

ナ
ー
制
度
を
は
じ
め
、
各
種

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
中
山

間
地
域
と
都
市
と
の
交
流
に

寄
与
し
て
お
り
、

実
績
も
あ
る
こ

と
か
ら
指
定
管

理
者
と
し
た
い

も
の
。

問　

指
定
管
理

の
期
間
を
３
年

間
か
ら
５
年
間

と
し
た
理
由
は
。

答　

同
法
人
よ

り
当
面
の
間
は

指
定
管
理
者
と

し
て
管
理
し
た

い
と
の
意
向
が

あ
っ
た
た
め
。

問　

同
法
人
の
現
在
の
会
員

数
と
指
定
管
理
業
務
に
携
わ

る
予
定
人
数
は
。

答　

令
和
５
年
３
月
末
現
在

で
、
正
会
員
86
名
、
賛
助
会

員
２
６
０
名
、
団
体
会
員
が

４
組
で
、
指
定
管
理
業
務
の

う
ち
施
設
の
維
持
管
理
を
３

名
で
行
う
予
定
。

問　

施
設
の
修
繕
に
よ
る
対

応
は
。

答　

軽
微
な
修
繕
に
つ
い
て

は
指
定
管
理
者
が
、
10
万
円

以
上
は
市
の
予
算
で
対
応
。

◎
議
案
第
73
号
　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）

問　

浄
水
処
理
に
伴
い
発
生

す
る
土
砂
処
置
業
務
が
必
要

な
浄
水
場
は
ど
こ
か
。

答　

浄
水
処
理
過
程
で
連
続

的
に
粉
末
活
性
炭
を
使
用
し

て
い
る
保
台
浄
水
場
と
奥
谷

浄
水
場
の
２
箇
所
。

問　

発
生
土
砂
の
年
間
の
発

生
量
と
処
理
回
数
は
。

答　

発
生
量
は
保
台
浄
水

場
が
年
間
７
０
０
ト
ン
、
奥

谷
浄
水
場
が
１
０
０
０
ト
ン
、

処
理
回
数
は
保
台
浄
水
場
が

問

事務所も入っている「棚田倶楽部」事務所も入っている「棚田倶楽部」

奥谷浄水場奥谷浄水場
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お
お
む
ね
2
回
、
奥
谷
浄
水

場
が
お
お
む
ね
12
回
を
予
定
。

問　

量
水
器
交
換
等
業
務
で

交
換
す
る
個
数
は
。

答　

口
径
13
ミ
リ
か
ら
75
ミ

リ
の
量
水
器
を
２
３
０
７
個

交
換
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

◎
議
案
第
67
号
　
鴨
川
市
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

医
療
費
の
助
成
対
象

年
齢
を
18
歳
に
引
き
上
げ

る
に
あ
た
り
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

開
始
日
1
か
月
前
ま
で

に
千
葉
県
に
報
告
す
る
必
要

が
あ
り
、
県
が
千
葉
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
及
び

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
千
葉
支
部
と
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
6

年
4
月
1
日
か
ら
医
療
機
関

の
窓
口
で
受
給
券
を
提
示
す

る
と
無
料
に
な
る
。

◎
議
案
第
70
号
　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

問　

財
政
調
整
基
金
へ
の
繰

入
状
況
は
。
そ
の
要
因
は
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
２

０
５
万
９
０
０
０
円
を
加
え
、

本
年
度
は
合
計
1
億
１
１

１
８
万
２
０
０
０
円
を
計
上

す
る
予
定
で
あ
り
、
1
億
４

４
９
６
万
円
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。
要
因
は
、
社
会

保
険
適
用
の
拡
大
、
団
塊
の

世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
へ

の
移
行
等
に
よ
る
被
保
険
者

数
の
減
少
に
伴
い
、
保
険
税

収
入
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

県
へ
の
国
保
事
業
費
納
入
金

が
対
前
年
比
で
約
３
４
０
０

万
円
増
加
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

◎
議
案
第
71
号
　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

問　

現
在
、
試
算
中
の
第
9

期
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答　

介
護
医
療
院
へ
の
転
換

や
定
期
巡
回
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
・
看
護
の
参
入
等
に

よ
り
、
増
額
改
定
が
見
込
ま

れ
る
。
国
か
ら
示
さ
れ
る
新

た
な
介
護
報
酬
を
反
映
さ
せ
、

介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
審

議
さ
れ
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
令
和
6

年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
に

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

を
上
程
す
る
予
定
で
あ
る
。

◎
議
案
第
74
号
　
令
和
５
年

度
鴨
川
市
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

問　

新
た
に
歯
科
医
師
を
雇

用
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
訪

問
診
療
を
充
実
さ
せ
て
い
く

の
か
。

答　

高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

通
院
が
困
難
と
な
る
方
の
増

加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
訪

問
診
療
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
在
宅

等
で
も
口
腔
衛
生
管
理
や
口

腔
機
能
管
理
が
行
え
る
よ
う
、

ま
ず
は
国
保
病
院
が
嘱
託
医

と
な
っ
て
い
る
施
設
入
所
者

や
訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
る

方
を
対
象
に
歯
科
の
訪
問
診

療
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

保台浄水場保台浄水場
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問　
職
員
採
用
の
柔
軟
化
、
勤

務
環
境
の
整
備
、
医
療
従
事
者

を
確
保
す
る
た
め
の
取
組
の
強

化
は
。

答　

医
療
、
介
護
、
福
祉
が
一

体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
在
宅
に
お
け
る
生

活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

人
材
確
保
と
し
て
旭
中
央
病
院
、

千
葉
大
学
の
研
修
医
や
医
学
生
、

看
護
学
生
等
の
実
習
を
受
け
入

れ
て
将
来
的
な
医
療
人
材
確
保

に
つ
な
げ
る
。

問　

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
運

営
は
民
間
譲
渡
等
を
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
大
山
に

と
っ
て
様
々
な
可
能
性
の
有
る

大
切
な
施
設
で
あ
り
ど
の
よ
う

な
運
営
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
は

民
間
譲
渡
等
を
検
討
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。

　

現
在
有
る
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、

長
狭
地
区
に
お
け
る
必
要
な
拠

点
施
設
と
認
識
し
、
地
域
の
活

性
化
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
施
設
を
有
効
に
使
っ
て
い
く

方
法
を
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

チ
ョ
イ
ソ
コ
か
も
が
わ
は
、

利
用
出
来
る
日
数
が
減
少
す
る
、

国
保
病
院
で
の
対
応
は
。

答　

病
院
と
し
て
、
運
行
が
な

い
日
の
診
療
日
の
変
更
、
調
整
、

訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
、
患
者

送
迎
で
の
対
応
を
検
討
し
て
い

く
。

問病院経営強化プラン策定について
答持続可能な医療体制を目的としている

一般質問
録画放映

問鴨川市仮称「こども家庭センター」ついて
答令和６年４月ふれあいセンター内開設に向け準備中

問　

仮
称
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
施
設
の
設
置
場
所
・
機

能
・
業
務
内
容
は
。

答　

令
和
６
年
４
月
の
開
設
に

向
け
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内

の
旧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
改
修
し
、
準
備
を
し
て
い
る
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
ら
れ
る
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

施
設
の
機
能
は
、
乳
幼
児
向

け
の
遊
具
や
玩
具
で
遊
べ
る
プ

レ
イ
ル
ー
ム
、
乳
幼
児
や
保
護

者
の
休
憩
、
飲
食
が
可
能
な
乳

児
室
、
子
ど
も
の
困
り
事
悩
み

事
相
談
室
２
部
屋
、
お
む
つ
交

換
台
設
置
の
ト
イ
レ
を
整
備
。

　

業
務
と
し
て
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
経
済
的
自
立
支
援
相
談
、

親
子
関
係
や
子
ど
も
問
題
の
相

談
や
ア
ド
バ
イ
ス
。
妊
娠
届
出

時
の
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
や

出
産
後
の
乳
児
家
庭
訪
問
に
よ

る
相
談
支
援
ま
た
、
出
産
子
育

て
応
援
給
付
金
の
支
給
な
ど
、

乳
幼
児
期
か
ら
18
歳
未
満
ま
で

の
子
ど
も
へ
の
総
合
的
な
支
援

が
一
元
化
さ
れ
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
政
策
を
一

元
的
に
切
れ
目
な
く
、
迅
速
か

つ
適
切
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

子
ど
も
・
子
育
て
世
代
の
目
線

に
立
ち
、
利
用
し
や
す
い
「
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指

す
。

一般質問
録画放映

明政会
高橋和夫 議員

明政会
川﨑浩之 議員

近
年
児
童
に
対
す
る
相
談
対

応
件
数
の
増
加
な
ど
、
子
育

て
に
困
難
を
抱
え
る
世
帯
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
顕
在
化
し

て
き
て
い
る
。
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
支
援
体
制
強
化
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
。

大山地区の青少年研修センター大山地区の青少年研修センター
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問　

大
学
側
か
ら
移
転
通
知

の
あ
っ
た
旧
安
房
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

は
、
今
も
大
学
施
設
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

不
定
期
で
あ
る
が
学
生
の

利
用
が
あ
り
、
大
学
の
教
育
施

設
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

い
つ
確
認
し
た
の
か
。

答　

令
和
4
年
の
11
月
に
確
認

し
、
認
め
て
い
る
。

問　
一
月
後
の
12
月
定
例
会
の

質
問
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
答

弁
は
一
切
無
か
っ
た
が
。

答　

失
念
し
て
い
た
。

意
見　

旧
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス

の
移
転
は
決
定
し
て
い
る
も
の

の
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
施

設
や
そ
の
用
地
は
、
利
活
用
先

が
決
ま
る
ま
で
の
間
は
大
学
の

教
育
施
設
と
し
て
市
長
が
認
め

る
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
件
に
関
す

る
説
明
や
報
告
は
一
切
無
く
、

ま
た
、
新
た
な
事
実
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
固
定
資
産
税
の

賦
課
等
に
つ
い
て
は
特
に
精
査

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

長
が
未
だ
教
育
施
設
と
し
て
認

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取

扱
い
は
非
課
税
で
あ
る
こ
と
が

容
易
に
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
市
税
を
納
め
る
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る

と
の
認
識
な
の
か
。

　

地
方
自
治
の
本
旨
を
逸
脱
す

る
不
透
明
な
事
務
手
続
き
等
が

一
部
の
関
係
者
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
て
お
り
、
市
議
会
と
し
て

も
到
底
看
過
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
。
市
民
皆
さ
ん
の
負
託
に

し
っ
か
り
と
応
え
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第
１
０
９
条
等
の
規

定
に
基
づ
く
調
査
特
別
委
員
会

の
設
置
を
議
長
に
提
言
す
る
。

問旧ラーニングセンターは、今も大学施設なのか
答現在も大学の設置した教育施設として認めている

一般質問
録画放映

問ふるさと納税、1,000円単位の返礼品を取り扱うべきでは
答経費の圧迫を極力抑える方策を協議していく

問　

厳
格
化
が
ス
タ
ー
ト
す

る
前
の
駆
け
込
み
需
要
と

な
っ
た
9
月
と
、
10
月
以
降

の
本
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
状

況
は
ど
う
か
。

答　

９
月
の
実
績
は
、
３
７
１

８
件
、
約
１
億
７
０
０
万
円
、

前
年
の
約
２
１
０
０
万
円
の
５

倍
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
た
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
累
計
で

も
、
７
６
２
６
件
、
約
２
億
１

３
０
０
万
円
と
、
前
年
同
時
期

の
４
１
１
８
件
、
約
１
億
４
０

０
万
円
と
比
較
し
、
1
億
円
余

り
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
10
月

は
、
１
０
３
２
件
、
約
３
３
０

０
万
円
で
、
前
年
の
94
％
と
、

若
干
の
反
動
が
見
ら
れ
た
。
ま

た
、
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
見

通
し
は
、
1
万
円
未
満
の
寄
付

に
対
す
る
返
礼
品
の
提
供
を
中

止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年

度
よ
り
減
少
す
る
も
の
と
予
測

し
て
い
る
。
1
月
か
ら
3
月
ま

で
は
、
最
も
寄
付
が
少
な
く
な

る
時
期
で
、
昨
年
度
は
3
か
月

で
１
５
７
４
件
、
約
４
１
０
０

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な

変
動
は
な
い
と
考
え
る
。

問　

手
数
料
が
安
い
も
の
、

菓
子
類
や
ヒ
ジ
キ
、
か
つ
お

ぶ
し
な
ど
輸
送
費
が
安
価
な

も
の
を
活
用
し
、
１
０
０
０

円
単
位
の
返
礼
品
を
少
し
で

も
取
り
扱
う
べ
き
で
は
。

答　

経
費
の
圧
迫
を
極
力
抑
え

る
方
策
を
図
っ
て
い
く
。

こ
ど
も
未
来
戦
略
を
踏
ま
え

た
市
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　

本
市
は
、
高
校
3
年
生

ま
で
の
医
療
費
を
無
償
と

し
、
近
隣
市
町
で
行
っ
て
い

る
３
０
０
円
の
自
己
負
担
も

ゼ
ロ
と
す
る
条
例
を
上
程
し

た
。
も
っ
と
世
の
中
に
発
信

す
べ
き
で
は
。

答　

各
メ
デ
ィ
ア
に
情
報
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し

て
い
く
。

一般質問
録画放映

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

無所属
本吉正和 議員

無所属
杉田　至 議員

一方的な移転通知にもかかわらず・・一方的な移転通知にもかかわらず・・
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問　

看
護
職
員
の
配
置
改
善

は
も
と
よ
り
、
医
師
、
医
療

現
場
の
働
き
方
改
革
、
医
療

従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
国

保
病
院
の
人
員
体
制
を
伺
う
。

答　

看
護
職
員
の
人
員
配
置
は
、

10
対
１
の
配
置
を
目
指
す
。
国

保
病
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
や

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
医
療

提
供
体
制
の
充
実
を
図
る
。

問　

公
共
交
通
運
行
日
数
の

減
少
、
路
線
廃
止
が
進
む
中
、

通
院
高
齢
者
へ
の
交
通
手
段

確
保
や
外
来
患
者
増
加
策
等

を
考
え
、
無
料
送
迎
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
と
提
案
す
る
。

答　

通
院
困
難
者
が
増
え
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
公
共
交
通

機
関
等
の
状
況
や
通
院
状
況
等

を
踏
ま
え
た
上
で
、
送
迎
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。

問　

老
朽
化
が
進
行
し
て
い

る
が
、
本
年
度
か
ら
中
学
校

部
活
動
の
大
会
送
迎
に
利
用

さ
れ
、
バ
ス
の
安
全
性
が
求

め
ら
れ
、
車
両
更
新
は
急
務

だ
と
考
え
る
が
、
移
動
教
室

バ
ス
の
概
要
や
運
行
状
況
等

を
伺
う
。

答　

大
型
バ
ス
は
初
年
度
登
録

か
ら
27
年
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は

22
年
が
経
過
し
て
い
る
。
安
全

管
理
に
努
め
て
い
る
が
老
朽
化

に
よ
る
経
年
劣
化
が
目
立
ち
、

修
繕
頻
度
が
高
く
車
両
更
新
の

検
討
を
進
め
る
。

小
中
学
校
送
迎
用
バ
ス
運
行

委
託
に
つ
い
て

問　

運
送
業
の
働
き
方
改
革
、

物
価
高
騰
が
及
ぼ
す
委
託
料

へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
４
年
度
が
５
４
７
４

万
４
０
０
０
円
だ
が
、
令
和
６

年
度
は
委
託
料
増
を
見
込
む
。

移
動
教
室
バ
ス
の
老
朽
化
、

車
両
の
更
新
に
つ
い
て

問市民の定期表彰を以前から切望しているが現況を伺う
答令和６年度から定期表彰の実施を考えている

一般質問
録画放映

問市の立場として、メガソーラー計画をどう捉えているのか
答協定の遵守を求め、事業者との対話の窓口を確保することが重要

自由民主至誠会
川股盛二 議員

問　

こ
の
事
業
の
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

昭
和
40
年
代
に
、
土
地
を

リ
ゾ
ー
ト
会
社
が
購
入
。
同
業

他
社
の
間
で
転
売
さ
れ
、
当
該

事
業
に
係
る
前
事
業
者
が
購
入
。

本
年
３
月
に
事
業
者
の
変
更
と

共
に
現
在
の
事
業
者
が
購
入
。

平
成
31
年
４
月
に
林
地
開
発
が

県
よ
り
許
可
さ
れ
た
。
施
工
業

者
が
定
ま
ら
な
い
等
の
理
由
で

進
捗
が
な
い
ま
ま
、
休
止
届
が

提
出
さ
れ
続
け
、
現
状
で
は
本

年
末
ま
で
が
休
止
期
間
と
な
っ

て
い
る
。
本
年
３
月
に
、
代
表

者
を
現
事
業
者
に
変
更
す
る
届

け
が
県
に
提
出
さ
れ
、
現
在
に

至
る
。

問　

今
事
業
は
林
地
開
発
の

旧
基
準
の
ま
ま
建
設
が
可
能
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

市
の
立
場
と
し
て
、
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

答　

現
行
の
基
準
が
適
用
さ
れ

る
前
の
平
成
31
年
４
月
に
県
か

ら
許
可
さ
れ
た
も
の
。
許
可
済

み
の
事
業
に
つ
い
て
、
改
正
後

の
基
準
は
遡
及
適
用
さ
れ
な
い

こ
と
は
法
令
上
や
む
を
得
な
い
。

問　

今
事
業
は
様
々
な
課
題

の
あ
る
事
業
だ
が
、
本
市
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
要
因

は
あ
る
の
か
。

答　

施
設
設
備
に
係
る
固
定
資

産
税
や
建
設
工
事
等
に
関
連
す

る
地
元
企
業
の
受
注
が
想
定
さ

れ
る
。

問　

使
用
後
の
パ
ネ
ル
の
廃

棄
場
所
や
方
法
に
つ
い
て
取

り
決
め
が
あ
る
の
か
。

答　

事
業
者
と
は
具
体
的
な
取

り
決
め
な
ど
は
行
っ
て
な
い
。

事
業
者
に
確
実
に
撤
去
、
処
分

が
な
さ
れ
る
よ
う
申
し
入
れ
て

い
く
。

意
見　

ど
ん
な
に
安
全
対
策

を
講
じ
て
も
開
発
す
る
こ
と
に

ゼ
ロ
リ
ス
ク
は
な
い
。
そ
れ
で

も
本
当
に
鴨

川
市
に
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
開

発
は
必
要
な

の
か
、
十
分

に
考
え
て
頂

き
た
い
。

一般質問
録画放映

鴨
川
市
立
国
保
病
院
に
つ
い
て

劣化の目立つ移動教室バス劣化の目立つ移動教室バス

市民団体による市民団体による
署名活動資料より抜粋署名活動資料より抜粋

無所属
福岡　梓 議員
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問　

銘
川
上
流
・
主
基
地
区
の

貯
水
池
が
で
き
た
経
緯
に
つ
い

て
。

答　

北
小
町
地
区
23
　

ha
を
受
益

地
と
し
た
灌
漑
用
水
た
め
池
と

し
て
昭
和
3
年
に
築
造
さ
れ
た
。

問　
そ
の
目
的
は
。

答　

農
業
に
供
す
る
安
定
し
た

水
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
い

る
。

意
見 　
23
　

ha
の
農
地
に
安
定
し

た
水
源
を
確
保
す
る
た
め
に
造

ら
れ
た
貯
水
池
の
す
ぐ
上
の
森

林
37
万
本
を
伐
採
し
、
盛
り
土

を
す
る
計
画
で
あ
る
。
最
近
の

雨
量
や
熱
海
で
起
き
た
土
石
流

災
害
を
見
れ
ば
危
険
な
計
画
だ

と
わ
か
る
で
し
ょ
う
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
鴨
川

問　

舟
艇
オ
ー
ナ
ー
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
意
向
は
。

答　

対
象
22
名
の
内
13
名
の
方

が
満
足
よ
り
も
不
満
を
感
じ
る

方
が
多
か
っ
た
。
利
用
意
向
は

「
占
用
許
可
を
取
っ
て
ほ
し
い
」

問　

マ
リ
ン
開
発
の
取
締
役
会

の
内
容
は
。

答　

千
葉
県
へ
の
占
用
許
可
申

請
を
決
定
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
保
険
証

問　
市
に
お
け
る
利
用
登
録
者

数
は
。

答　

10
月
末
現
在
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
数
６
９
６
３
人
中

４
５
４
６
人（
65・３
％
）で
あ
る
。

問　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
返
還
さ

れ
た
方
は
。

答　
「
別
人
の
情
報
が
誤
っ
て

紐
づ
け
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
」

と
3
名
が
返
還
し
て
い
る
。

問　

全
国
知
事
会
か
ら
の
要
望

は
。

答　

カ
ー
ド
を
持
た
な
い
者
が

従
来
通
り
医
療
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
国
に
要
請
し
て
い
る
。

問メガソーラー　市民の命と財産守るためにNoを
答事業の再開向け丁寧に手続きを進めるよう申し入れる

一般質問
録画放映

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設

問旧基準の鴨川メガソーラー計画を着工させて大丈夫か
答県許可済み案件だが、県・市・事業者で定期打合せ中

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
つ
い
て

問　
国
は
、土
砂
災
害
な
ど
様
々

な
危
険
回
避
の
た
め
、
令
和
４

年
以
降
、
開
発
基
準
を
厳
格
化

し
て
き
た
が
、
鴨
川
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
計
画
は
、
改
正
前
の
旧
基

準
の
ま
ま
で
大
丈
夫
か
。

答　

平
成
31
年
当
時
の
基
準
に

お
い
て
千
葉
県
が
審
査
・
許
可

さ
れ
た
も
の
。
そ
の
後
の
改
正

基
準
は
遡
及
適
用
さ
れ
な
い
。

し
か
し
県
・
市
・
事
業
者
間
で

定
期
的
に
協
定
書
の
履
行
等
の

打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
。

「
明
治
の
日
」
に
つ
い
て

問　

国
の
「
明
治
の
日
制
定
」

を
見
据
え
、
明
治
大
嘗
祭
主
基

斎
田
な
ど
の
〝
ご
縁
を
活
か
し

た
〟
本
市
の
稼
ぐ
力
に
活
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答　

明
治
に
注
目
が
集
ま
る

〝
明
治
の
日
〟
の
実
現
を
契
機

と
し
、
主
基
斎
田
跡
地
な
ど
、

本
市
に
存
す
る
明
治
ゆ
か
り
の

資
源
を
活
用
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
多
様
な
活
用
を
図
る
こ
と

は
、
本
市
に
お
け
る
産
業
振
興

や
文
化
振
興
に
資
す
る
可
能
性

を
有
す
る
取
組
で
あ
る
。

問　

明
治
に
ま
つ
わ
る
主
基
斎

田
址
公
園
が
平
成
30
年
度
に
市

文
化
財
の
検
討
は
さ
れ
た
が
未

指
定
の
理
由
は
。

答　

当
時
の
文
化
財
保
護
審
議

会
で
は
、
市
の
文
化
財
指
定
す

る
方
向
性
は
よ
い
。
歴
史
的
な

価
値
は
あ
る
が
、
碑
だ
け
で
は

意
味
が
な
い
。
絵
図
と
田
の
空

間
を
保
存
し
て
ほ
し
い
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
北
小
町
地
区
の

圃
場
整
備
計
画
と
協
議
し
た
が
、

当
時
の
斎
田
の
形
で
残
す
事
は
、

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
上
、
難
し

い
と
の
事
。

一般質問
録画放映

日本共産党
藤本省幸 議員

明治大嘗祭の主基斎田祉公園明治大嘗祭の主基斎田祉公園

無所属
入江裕一 議員
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問　

5
か
年
計
画
の
課
題
で
あ

る
市
民
と
の
協
働
体
制
を
強
化

し
て
い
く
政
策
は
。

答　

皆
様
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
市
政
に
反
映
出
来
る
仕
組
み

づ
く
り
、
特
に
若
い
世
代
の
皆

様
が
積
極
的
に
関
わ
り
を
持
て

る
市
政
運
営
で
あ
る
。

田
原
地
区
建
設
予
定
地
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て

問　

予
定
地
の
所
有
者
等
の
変

更
が
あ
っ
た
が
、「
太
陽
光
発
電

事
業
着
工
に
関
す
る
協
定
書
」

並
び
に
「
特
記
協
定
書
」
の
今

後
の
取
り
扱
い
は
。

答　

協
定
の
遵
守
が
重
要
で
あ

り
、
協
定
の
変
更
は
な
い
。
弁

護
士
に
確
認
し
て
い
る
。

問　

本
市
の
環
境
審
議
会
を
開

催
し
、
市
の
見
解
、
対
応
な
ど

議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

機
会
を
作
り
説
明
す
る
。

問　

80
歳
ま
で
に
3
人
に
1
人

が
発
症
し
、
重
篤
化
の
リ
ス
ク

も
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

防
率
は
97
・
2
％
と
効
果
は
絶

大
で
あ
る
が
料
金
が
高
価
で
あ

る
。
助
成
等
は
。

答　

必
要
性
を
検
討
す
る
。

食
品
衛
生
法
改
正
に
よ
る
梅
干

し
製
造
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

問　

道
の
駅
な
ど
で
販
売
し
て

い
る
梅
干
し
が
、
２
０
２
４
年

6
月
か
ら
専
用
の
施
設
で
し
か

製
造
で
き
な
く
な
っ
た
が
、
実

態
調
査
等
は
。

答　

県
の
動
向
や
施
設
整
備
を

望
む
場
合
は
、
支
援
す
る
。

問　

産
後
の
育
児
や
家
事
の

ト
ー
タ
ル
を
直
接
支
援
す
る
た

め
4
か
月
間
の
訓
練
を
し
、
民

間
資
格
を
取
得
す
る
「
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
」
の
養
成
事
業
を
要

望
す
る
が
。

答　

総
合
的
に
判
断
す
る
。

問対話による協働のまちづくりをするには
答市民が主体的に話し合うには会議の進行技術が必要

一般質問
録画放映

問どの段階で広い範囲での説明会を開催する予定なのか
答事業計画提出前の開催を事業者へ申し入れていく

問　

協
定
に
法
的
効
力
は
あ
る

の
か
。
ま
た
そ
の
根
拠
は
。

答　

本
協
定
は
市
と
事
業
者
が

法
令
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲

で
、
そ
の
自
由
意
思
に
基
づ
き

工
事
着
工
に
あ
た
っ
て
の
遵
守

事
項
を
約
し
た
行
政
契
約
で
あ

り
、
協
定
の
記
載
の
事
項
は
こ

れ
を
履
行
す
る
こ
と
が
前
提
と

し
た
上
で
、
工
事
着
工
に
係
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

問　

市
の
指
導
要
綱
に
基
づ
く

同
意
書
に
つ
い
て
、
計
画
等
を

変
更
す
る
場
合
は
変
更
協
議
が

必
要
に
な
る
と
明
記
さ
れ
て
い

る
が
、
改
め
て
協
議
の
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

答　

改
め
て
指
導
要
綱
に
基
づ

い
た
協
議
が
必
要
と
な
る
。

問　

関
係
法
令
の
旧
基
準
と
新

基
準
を
比
較
し
て
旧
基
準
で
は

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
。
本
年
9
月
の
台

風
第
13
号
に
よ
る
被
害
や
熱
海

で
の
土
砂
災
害
等
を
考
え
て
も
、

旧
基
準
で
安
全
が
担
保
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

こ
の
事
業
は
平
成
31
年
当

時
の
基
準
に
お
い
て
許
可
さ
れ

て
お
り
、
改
正
後
の
基
準
は
遡

及
適
用
さ
れ
な
い
が
、
事
業
の

安
全
性
の
担
保
は
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
県
、
本
市
、
事
業
者

で
定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
県
と

連
携
し
て
、
最
大
限
の
安
全
性

の
確
保
に
努
め
る
。

一般質問
録画放映

対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に
つ
い
て

山の斜面への危険なパネル設置（イメージ図）山の斜面への危険なパネル設置（イメージ図）

公明党
福原三枝子 議員

無所属
佐藤和幸 議員

産
後
ケ
ア
「
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
」

の
養
成
事
業
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
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問本市の地域高規格道路早期実現への取り組みは
答事業化へ向け道路整備の財源確保を国・県へ要望継続

問　
市
執
行
部
の
考
え
は
。

答　

圏
央
道
の
整
備
効
果
を
外

房
地
域
へ
波
及
さ
せ
る
た
め
に

は
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
留

ま
ら
ず
、｢

茂
原
・
一
宮
・
大

原
道
路｣

か
ら｢

鴨
川
・
大
原

道
路｣

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ク
ア

ラ
イ
ン
や
館
山
道
の
整
備
に
よ

る
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
南
房
総
地

域
に
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

富
津
館
山
道
路
か
ら
外
房
地
域

を
経
由
し
圏
央
道
へ
連
絡
す
る

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
。
特
に
本
市
で
は

切
迫
す
る
巨
大
地
震
や
津
波
等

に
よ
る
生
活
圏
域
の
分
断
・
孤

立
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
未
整
備

地
域
に
お
け
る
経
済
の
活
性
化
、

防
災
・
減
災
対
策
を
含
め
た
均

衡
あ
る
千
葉
県
の
発
展
、
地
方

創
生
実
現
の
た
め
、
地
域
高
規

格
道
路
整
備
は
必
要
で
あ
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

本
職
が
会
長
を
務
め
る
地

域
高
規
格
道
路｢

館
山
・
鴨
川

道
路｣

整
備
促
進
期
成
同
盟
会

は
、
い
す
み
市
長
が
会
長
を
務

め
る
高
規
格
道
路[

茂
原
・
一

宮
・
大
原
道
路｣

｢

鴨
川
・
大

原
道
路｣

建
設
促
進
期
成
会
と

連
携
し
、
国
や
県
に
対
し
継
続

し
て
要
望
活
動
を
行
う
。
本
市

民
有
志
に
よ
る
民
間
団
体
「
館

山
鴨
川
間
地
域
高
規
格
道
路
推

進
協
議
会｣

へ
の
活
動
支
援
並

び
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
整
備

促
進
に
努
め
る
。

一般質問
録画放映

問10年後、本市の児童・生徒の推定人数は
答小学生 829 人、中学生 490 人

問　
本
年
の
成
果
と
今
後
は
。

答　

長
狭
学
園
に
て
市
民
や
協

力
団
体
等
４
８
６
人
が
参
加
。

災
害
へ
の
意
識
づ
け
、
相
互
の

連
携
強
化
等
有
意
義
だ
っ
た
。

来
年
以
降
も
実
施
す
る
。

問　
庁
内
の
訓
練
は
。

答　

毎
年
、
関
係
機
関
と
共
に

災
害
医
療
に
関
す
る
合
同
災
害

机
上
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
以
前
に
行
っ
て
い
た
災

害
対
策
本
部
設
置
訓
練
も
今
後

検
討
す
る
。

鴨
川
地
区
小
学
校
統
合
検
討

問　

鴨
川
地
区
4
小
学
校
に
つ

い
て
学
校
等
適
正
規
模
検
討
委

員
会
で
の
検
討
内
容
は
。

答　

鴨
川
・
西
条
・
田
原
の
3

校
ま
た
は
東
条
を
含
め
た
4
校

統
合
の
検
討
中
で
あ
る
。
し
っ

か
り
議
論
を
行
い
、
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う

取
り
組
む
。

問　

10
年
後
、
本
市
の
児
童
生

徒
の
推
定
人
数
は
。

答　

令
和
15
年
度
の
推
定
児
童

数
は
、
長
狭
60
人
、
江
見
88
人
、

天
津
小
湊
88
人
、
鴨
川
５
９
３

人
。
同
生
徒
数
は
、
長
狭
56
人
、

江
見
45
人
、
天
津
小
湊
57
人
、

鴨
川
３
３
２
人
。
合
計
す
る
と

小
学
生
８
２
９
人
、
中
学
生
４

９
０
人
。

提
言　

中
学
校
の
再
統
合
の

時
期
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

問　
計
画
策
定
の
進
捗
は
。

答　

基
礎
資
料
と
な
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
計
画
の
構

成
検
討
、
本
文
執
筆
、
資
料
編

作
成
に
着
手
し
た
。
本
市
の
歴

史
文
化
、
文
化
財
の
課
題
、
将

来
像
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。

一般質問
録画放映

地
域
高
規
格
道
路
早
期
実
現

に
つ
い
て

かもがわ倶楽部
庄司朋代 議員

かもがわ倶楽部
長谷川倫秀 議員

防
災
訓
練

鴨川小学校鴨川小学校

市役所庁舎に掲げられている懸垂幕市役所庁舎に掲げられている懸垂幕
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　解説は、こちら

定  例  会  議  案  等  議  決  結  果

議員の議案等に対する賛否表
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議
決
年
月
日

結
　
　
　
　
果

賛
　
　
　
　
成

反
　
　
　
　
対

福 

岡   

　
梓

石
川
　
弘
白
三

入 

江
　
裕 

一

高 

橋
　
和 

夫

藤 

本
　
省 

幸

秋 

山  

貢 

輔

長
谷
川
　
倫
秀

松 

井
　
寛 

徳

本
吉  

正 

和

杉 

田
　   

至

佐 

藤  

和 

幸

佐
々
木
　
久
之

川 

股  

盛 

二

川 

﨑  

浩 

之

佐
久
間
　  

章

福
原
　
三
枝
子

庄 

司  

朋 

代

鈴 

木  

美 

一

議 案
第 76 号

令和５年度鴨川市一般会計補
正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ R5.12.21 原案可決 16 1

※�　○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席（棄権）、除は除斥、遅は遅刻、早は早退、「－」は議長を表します。
　�（注）１．議長は、過半数議決の場合は表決に加わりません。ただし、可否同数の場合は裁決権を行使します。また、特別多数議決の場合は、議長は議員と
して表決権を有しています。

　�（注）２．除斥とは、議会の審議における審議の公正を期するため、審議事件と一定の利害関係を有するため審議に参加することができない議員です。

【市長提出議案】
議案番号

（掲載ページ） 件　     　　　　名 付 託 先 
委 員 会

委員会の
審査結果

本会議の 
議決結果

議案第 61 号
（2 ページ） 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度鴨川市一般会計補正予算（第６号）） 付託省略 承 認 

全 会 一 致
議案第 62 号
（6 ページ） 鴨川市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 63 号
（6 ページ） 鴨川市特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 64 号

（6 ～ 7 ページ）
鴨川市一般職の職員の給与等に関する条例及び鴨川市一般職の任期付職員の採用等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 65 号

（2 ～ 3・7 ページ） 鴨川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 総　務 可　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 66 号 鴨川市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について 文教厚生 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 67 号

（3・5・8 ページ） 鴨川市子ども医療費の助成に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 文教厚生 可　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 68 号
（3・5・7 ページ） 指定管理者の指定について（鴨川市地域資源総合管理施設） 建設経済 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 69 号

（3 ～ 6 ページ） 令和５年度鴨川市一般会計補正予算（第７号） 予　算 可　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 70 号
（8 ページ） 令和５年度鴨川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 71 号
（8 ページ） 令和５年度鴨川市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 可　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 72 号 令和５年度鴨川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 可　決 可 決 
全 会 一 致

議案第 73 号
（7 ～ 8 ページ） 令和５年度鴨川市水道事業会計補正予算（第２号） 建設経済 可　決 可 決 

全 会 一 致
議案第 74 号
（8 ページ） 令和５年度鴨川市病院事業会計補正予算（第１号） 文教厚生 可　決 可 決 

全 会 一 致

議案第 75 号 鴨川市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 付託省略 可 決 
全 会 一 致

議案第 76 号
（4・5 ページ） 令和５年度鴨川市一般会計補正予算（第８号） 付託省略 可 決 

賛 成 多 数

諮問第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答 申 
全 会 一 致

諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 答 申 
全 会 一 致

【議員提出議案】

発議案番号 件　     　　　　名 付 託 先 
委 員 会

議 決
年 月 日

本会議の 
議決結果

発議案第 10 号 鴨川市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 付託省略 可 決
全 会 一 致　

【報　告】

報告番号 件　     　　　　名 付 託 先 
委 員 会

議 決
年 月 日

本会議の 
議決結果

報告第８号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解） 　 　 　



かもがわ議会だより　令和 6 年（2024 年）2 月 15 日 No.76  〔 16 〕※「QRコード」は㈱デンソーウェーブの登録商標です

２月22日（木）
市議会の傍聴をお考えの皆様へ

FAX
電話　04-7093-7825
　04-7093-7848

お問合せは議会事務局まで。

　本会議及び委員会の傍聴につきま
しては、新型コロナウイルス感染症
が感染症法上の５類感染症に移行し
たことから、マスクの着用や入室前
の手指消毒については、傍聴される
方の判断に委ねることとします。
　ただし、咳や発熱など風邪のよう
な症状がある方、体調がすぐれない
方は傍聴をご遠慮ください。
　なお、本会議につきましては、イン
ターネット（YouTube）でライブ中
継や録画映像をご覧いただけます。
　皆様のご理解とご協力をお願いい
たします。

過去の会議録は、市議会ホームページ
や図書館、公民館でご覧ください。

次の定例会は
開会予定です

令和５年第４回定例会の会議録は、
３月中旬ごろ掲載予定です

議会だよりをわかりやすく
お読みいただくための議会
用語、行政・財政用語等の
解説はこちら

　私は自分から積極的に人と関わることが苦
手で、クラスでも自分から友達に話しかける
ことが得意ではありません。
　そんな自分を変えようと、部活動では部長
として部員を引っ張ったり、文化祭の有志発
表に立候補しダンスの発表をしたりして、挑
戦を続けてきました。
　また、日常生活でもすれ違った人や先生方
に対して元気なあいさつができるよう心がけ
ています。

　このような取り組みを意識的に行い、自分の苦手を克服し自信を
つけていきたいと思っています。そして、人のためになることを続
けていき、周りの人や社会から認められ、応援されるような人間に
なりたいです。

安房東中学校
１年
佐藤　愛瑠さん

　このコーナーでは、市内の中学生の
日ごろ感じていることや将来の夢など
を紹介します。鴨川市議会は、そういっ
た思いを後押ししていきます。

より良い学年に

なりたい自分
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　私は、自分に自信がなく、中学生になるま
であまり人前に立つことはありませんでした。
一度は学級委員に挑戦するも、他人に頼って
ばかりの日々でした。
　中学へ入学し、何事も初めてで緊張しまし
たが、個性豊かな仲間と生活するうちに打ち
解け、少しずつ自分に自信が持てるようにな
りました。そして、改めて後期学級会長に挑
戦しようと思いました。
　私が会長になれたのは、仲間が背中を押し

てくれたからです。いつも元気で明るい仲間、困ったときに支えて
くれる仲間。そんな素晴らしい仲間たちが、より良い学校生活を過
ごせるよう、タイトル通り「より良い学年」を創りたいと思ってい
ます。新たなことに挑戦し、仲間たちと支え合い成長していきます。

鴨川中学校　
１年
藤代　琉生さん
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ま
た
、
被
災
地
の
皆
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安
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と
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一
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早
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祈
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鴨
川
市
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月
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思
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